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農業と国土

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
ネ

ッ
ト
」
は
、
ご
く
普
通
の
主
婦
で

あ
る
西
本
由
美
子
理
事
長
は
じ
め

地
元
の
方
々
が
集
い
、「
福
島
県

民
及
び
一
般
市
民
に
対
し
て
、
ま

ち
・
み
ち
・
地
域
づ
く
り
、
景
観

づ
く
り
の
推
進
活
動
等
に
関
す
る

事
業
を
行
い
、
楽
し
く
住
み
や
す

い
地
域
社
会
の
実
現
な
ど
に
寄
与

す
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
20

年
３
月
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
設
立
さ
れ

た
。
そ
れ
ま
で
も
平
成
17
年
９
月

か
ら
沿
線
の
高
校
生
等
の
参
加
に

よ
る
国
道
６
号
の
ゴ
ミ
拾
い
、「
こ

ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
未
来
の
ま
ち

を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」、
平
成

19
年
12
月
の
「
日
本
風
景
街
道
」

登
録
な
ど
活
動
を
続
け
、
設
立
後

は
活
動
範
囲
も
当
初
の
相
双
地
域

か
ら
福
島
県
、
東
北
に
広
が
り
、

全
国
の
高
校
生
を
対
象
に
し
た

「
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
サ
ミ
ッ
トin

東

北
」
を
実
施
す
る
な
ど
、
大
き
な

活
動
展
開
を
し
て
き
て
い
る
。

　
更
に
、
平
成
23
年
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
福
島
第
一
原
発
の
事
故

で
、
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
を
後
に

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
人
々
が
、

い
つ
か
戻
れ
る
日
に
満
開
の
桜
が

迎
え
て
く
れ
る
こ
と
を
夢
見
て

「
30
年
後
の
故
郷
に
贈
る
、
ふ
く

し
ま
浜
街
道
・
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
日
本
は
「
み
ち
の
文
化
」
だ
。「
み

ち
」
の
「
み
」
に
意
味
は
な
く
、
あ

っ
ち
こ
っ
ち
の
意
で
あ
る
「
ち
」
の

文
化
で
あ
る
。「
ち
」
が
交
わ
る
と

こ
ろ
・
分
か
れ
る
と
こ
ろ
が
「
ち
ま

た
」。
巷
の
賑
わ
い
、
そ
こ
に
市
が

出
来
、
集
落
が
出
来
、「
む
ら
」
や

「
ま
ち
」
に
発
展
し
て
き
た
の
が
我

が
国
の
地
域
発
展
の
歴
史
で
あ
る
。

私
は
３
年
前
退
官
を
契
機
に
ハ
ッ

ピ
ー
ロ
ー
ド
の
特
別
名
誉
顧
問
を

受
け
そ
の
活
動
を
支
援
し
て
お
り
、

こ
の
「
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
寄
付
金

の
呼
び
か
け
人
も
勤
め
て
い
る
（
詳

細
は
「
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
」
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
願
い
ま
す
）。

　「
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
」
は
、
９

月
下
旬
視
察
し
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
事
故
後
建
設
さ
れ
た
「
夢
の
街

ス
ラ
ブ
チ
ッ
チ
」
に
学
び
、
福
島

第
一
原
発
事
故
で
被
災
さ
れ
た
地

域
に
若
い
世
代
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
取
り
組

み
を
開
始
し
て
い
る
。「
み
ち
」

か
ら
「
ま
ち
」
へ
の
進
化
で
あ
る
。

　「
道
の
駅
」
登
録
か
ら
20
年
、

進
化
を
祈
念
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
ネ
ッ
ト
」
の
活
動

脱
原
発
と
シ
ェ
ー
ナ
ウ
の
想
い

　
小
泉
元
首
相
の
脱
原
発
論
が
話

題
を
呼
ぶ
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
核

廃
棄
物
施
設
「
オ
ン
カ
ロ
」
や
、

脱
原
発
を
宣
言
し
風
力
や
太
陽
光

な
ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
進
国
に

躍
り
出
た
ド
イ
ツ
を
視
察
し
て
脱

原
発
論
に
転
換
し
た
。
原
発
反
対

の
野
党
統
合
を
目
指
す
の
で
は
な

く
、
市
民
と
し
て
の
行
動
の
大
切

さ
を
世
に
問
う
発
言
だ
と
い
う
。

小
泉
発
言
に
触
発
さ
れ
「
シ
ェ
ー

ナ
ウ
の
想
い
」
と
い
う
映
画
を
思

い
出
し
た
。
ド
イ
ツ
南
西
部
シ
ュ

バ
ル
ト
バ
ル
ト(

黒
い
森)

に
あ

る
シ
ェ
ー
ナ
ウ
と
い
う
２
５
０
０

人
の
小
さ
な
町
の
話
だ
。

　
１
９
８
６
年
に
起
き
た
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
か
ら
子
供
た

ち
の
命
を
守
る
運
動
に
始
ま
り
、

実
現
不
可
能
と
思
わ
れ
た
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
供
給

に
成
功
、
今
で
は
ド
イ
ツ
国
内
に

11
万
人
も
の
顧
客
を
有
す
る
「
市

民
に
よ
る
電
力
会
社
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
を

立
ち
上
げ
た
。

　
私
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
の
翌
年
か
ら
３
年
間
、
当
時
の

西
ド
イ
ツ
に
駐
在
し
、
当
時
の
東

欧
諸
国
か
ら
脱
脂
粉
乳
を
日
本
に

輸
出
す
る
仕
事
に
携
わ
っ
た
。
脱

脂
粉
乳
か
ら
か
な
り
の
放
射
能
が

検
出
さ
れ
、
日
本
へ
の
輸
出
用
か

ら
外
し
た
。
だ
が
、
東
西
合
併
後

の
ド
イ
ツ
で
、
こ
ん
な
市
民
運
動

が
あ
っ
た
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。

福
島
の
原
発
事
故
直
後
、
ド
イ
ツ

政
府
が
脱
原
発
に
大
き
く
舵
を
切

っ
た
時
に
は
驚
い
た
。
ド
イ
ツ
で

い
く
ら
環
境
政
策
が
徹
底
さ
れ
て

い
て
も
、
脱
原
発
ま
で
踏
み
込
む

と
は
思
え
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

　
西
独
時
代
か
ら
ド
イ
ツ
の
節
電

対
策
は
徹
底
し
て
い
た
。
家
庭
で

は
日
本
の
よ
う
に
明
々
と
し
た
部

屋
全
体
の
照
明
で
は
な
く
ス
ポ
ッ

ト
照
明
が
主
体
、
台
所
は
オ
ー
ル

電
化
だ
が
あ
ま
り
料
理
を
せ
ず
電

気
を
使
わ
な
い
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

ホ
ー
ル
な
ど
公
共
ス
ペ
ー
ス
は
自

動
的
に
照
明
が
消
え
、
屋
外
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
は
人
を
感
知
し
な
い

と
動
か
な
い
。
土
日
は
店
が
休
み

で
店
内
の
ス
ポ
ッ
ト
照
明
で
商
品

を
見
定
め
平
日
に
買
い
物
。
24
時

間
コ
ン
ビ
ニ
も
無
い
し
自
動
販
売

機
も
殆
ど
見
か
け
な
い
。

　
そ
ん
な
生
活
ス
タ
イ
ル
は
今
も

変
わ
ら
ず
、
電
力
供
給
に
不
安
を

感
じ
さ
せ
る
脱
原
発
に
転
換
す
る

と
は
、
理
論
的
な
ド
イ
ツ
人
で
は

考
え
ら
れ
ず
、
印
象
で
は
ド
イ
ツ

は
市
民
運
動
が
あ
ま
り
活
発
と
は

思
わ
な
か
っ
た
。
個
人
主
義
が
徹

底
し
、
一
度
法
律
で
決
ま
る
と
徹

底
的
に
遵
守
す
る
国
民
性
。
故
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
変
わ
っ
た

人
種
と
思
わ
れ
、
２
回
も
世
界
大

戦
を
引
き
起
こ
し
た
の
は
、
批
判

精
神
に
欠
け
た
国
民
性
に
あ
る
の

で
は
と
ま
で
言
わ
れ
た
。
緑
の
党

は
当
時
か
ら
過
激
な
環
境
運
動
を

展
開
し
て
い
た
が
、
一
般
市
民
の

支
持
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。

　
映
画
は
私
の
ド
イ
ツ
人
観
を
変

え
た
。
ド
イ
ツ
人
は
国
が
定
め
た

仕
組
み
に
従
順
で
、
市
民
運
動
に

よ
っ
て
仕
組
み
を
変
え
る
よ
う
な

パ
ワ
ー
は
持
た
な
い
と
思
っ
て
い

た
が
、
こ
の
映
画
で
ド
イ
ツ
人
の

新
た
な
パ
ワ
ー
を
発
見
し
た
。
従

来
の
市
民
運
動
は
「
反
対
運
動
」

で
そ
れ
以
上
で
は
無
か
っ
た
が
、

シ
ェ
ー
ナ
ウ
の
市
民
運
動
は
市
民

の
手
で
社
会
の
仕
組
み
を
変
え
ら

れ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。

　
今
の
日
本
も
原
発
反
対
運
動
や

農
業
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
Ｔ

Ｐ
Ｐ
反
対
運
動
の
デ
モ
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。
私
は
農
業
関
係
者
だ

か
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
や
政
府
が
検
討

を
進
め
る
減
反
廃
止
政
策
な
ど
に

考
え
や
思
い
は
あ
る
。

　
だ
が
反
対
運
動
だ
け
で
社
会
の

仕
組
み
は
変
わ
ら
な
い
。

　
桟
橋
の
調
査
研
究
の
た
めPiers�

研
究
会
（
会
長
・

古
土
井
光
昭
氏
）
が
発
足
し
た
。
何
故
、
当
時
の
英
国

人
は
海
岸
リ
ゾ
ー
ト
を
好
ん
だ
か
？
何
故
、
当
時
１
０

０
本
を
超
え
る
桟
橋
を
造
っ
た
か
？
何
故
、
多
く
の
桟

橋
が
１
５
０
年
間
余
り
営
々
と
守
り
続
け
ら
れ
た
か
？

…
な
ど
様
々
な
議
論
が
始
ま
っ
た
。
英
国
の
大
半
は
、

な
だ
ら
か
な
丘
陵
地
と
平
原
。
本
土
最
高
峰
で
も
ベ
ン

・
ネ
ヴ
ィ
ス
山
１
３
４
４
㍍
。
人
口
と
産
業
が
集
積
し
、

桟
橋
の
大
半
が
位
置
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
は
、
90

％
以
上
が
こ
の
よ
う
な
地
形
。
国
土
の
７
割
が
山
岳
地

帯
の
我
が
国
は
、
リ
ゾ
ー
ト
の
場
と
し
て
海
と
山
の
選

択
が
あ
る
一
方
、
英
国
人
は
海
へ
の
想
い
が
よ
り
強
い

の
で
は
な
い
か
。

　
既
に
１
７
０
０
年
代
か
ら
北
海
に
面
す
る
ス
カ
ー
バ

ラ
や
マ
ー
ゲ
ー
ト
に
は
海
岸
リ
ゾ
ー
ト
が
発
達
。
さ
ら

に
拍
車
を
か
け
た
の
が
１
７
５
４
年
に
ラ
ッ
セ
ル
博
士

が
提
唱
し
た
「
健
康
へ
の
海
の
効
用
」。
裕
福
な
人
々

を
海
岸
リ
ゾ
ー
ト
に
駆
り
立
て
た
。産
業
革
命
の
頃
は
、

海と共に生きる② 英国人の海への想い

12

労
働
時
間
短
縮
が
求
め
ら

れ
１
８
７
１
年
に
４
日
間

休
暇
が
義
務
づ
け
ら
れ
、

英
国
北
西
部
の
工
業
地
帯

の
労
働
者
に
広
ま
っ
た
。

同
時
期
に
、
鉄
道
が
１
８

４
０
年
に
１
８
５
７
㌔
㍍

だ
っ
た
の
が
１
万
６
０
０

０
㌔
㍍
程
ま
で
飛
躍
的
に

発
達
し
て
、
海
岸
リ
ゾ
ー

ト
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
格

段
に
向
上
し
、
併
せ
て
熱

狂
的
な
鉄
道
事
業
へ
の
投

資
は
桟
橋
建
設
に
も
向
い
た
。

　
緯
度
は
日
本
の
最
北
端
稚
内
よ
り
高
い
が
、
冬
は
さ

ほ
ど
寒
く
な
く
桟
橋
上
の
パ
ビ
リ
オ
ン
や
劇
場
は
「
冬

の
庭
園
」
と
呼
ば
れ
、
夏
は
海
水
浴
す
る
ほ
ど
暑
く
な

い
も
の
の
、
夜
９
時
頃
ま
で
明
る
い
。
今
回
調
査
し
た

英
国
最
大
の
海
岸
リ
ゾ
ー
ト
地
ブ
ラ
イ
ト
ン
は
、
ロ
ン

ド
ン
か
ら
特
急
列
車
で
１
時
間
近
く
。
桟
橋
上
や
周
辺

で
音
楽
を
聴
い
た
り
食
事
を
し
、
た
だ
海
を
ボ
ー
と
眺

め
た
り
散
策
し
て
過
ご
す
。
英
国
人
に
と
っ
て
海
岸
リ

ゾ
ー
ト
は
、
今
も
っ
て
根
強
い
人
気
が
あ
る
。

　
歴
史
の
香
り
を
漂
わ
せ
な
が
ら
魅
力
的
に
地
元
に
溶

け
込
ん
で
い
る
桟
橋
を
中
心
と
し
た
多
く
の
海
岸
リ
ゾ

ー
ト
地
。
英
国
人
の
そ
の
構
築
の
考
え
方
に
何
か
ヒ
ン

ト
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。（
一
般
財
団
法
人
沿
岸
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー

　
八
尋
明
彦
）

今回調査したブライトン桟橋（左）
と1898年当時の海岸での遊び　

原発再稼動へ安全審査を申請した原発の 1 つ、
九州電力玄海原発（名護屋城跡からの遠望）

伊万里
山口�良文�ふるさと村係長
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館でロクロや絵付けも体験してください
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　草津・伊香保温泉への玄関口に位置し、

群馬県渋川市白井 2318-1
国道 17 号　　TEL.0279-60-6600　

白壁造りのお城を思わせる建物に直売所と地域食
材レストランを併設しています。日本一のこんにゃ
くをはじめ地場特産物を取りそろえ、笑顔のおも
てなしでお客様をお迎えいたします。春にお越し
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澁谷�隆弘 駅長

　出羽三山の主峰、月山の恩恵を受け

山形県郡西川町水沢 2304
国道 112 号　　TEL.0237-74-2100

た産物がたくさんあります。ブナ林と清流が豊か
で、旧環境庁の名水百選に選ばれた水源を原水
にした「月山自然水」、姉妹品の「地ビール月山」
は当駅で製造しています。春の山菜、秋のきのこ
と四季の幸を存分に楽しめ、夏スキーも有名です。




